
私
が
教
員
の
頃
は
、
子
ど
も
た
ち
の

間
で
「
方
言
は
ダ
サ
い
」
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
で
は
、
高

度
経
済
成
長
期
に
都
会
へ
就
職
す
る
た

め
に
共
通
語
を
使
う
よ
う
に
推
奨
し
て

い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
方
言

を
話
さ
な
い
世
代
が
で
き
て
、
方
言
離

れ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
２
０
０
０
年
頃
を
境

に
、
全
国
的
に
「
方
言
は
守
っ
て
い
く

べ
き
文
化
だ
」と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ
、

現
在
は
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
方

言
に
つ
い
て
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
口
に
鹿
児
島
弁
と
い
っ
て
も
、

薩
摩
、
大
隅
、
離
島
で
も
違
い
、
さ
ら

に
同
じ
大
隅
地
域
内
で
も
通
じ
な
い
方

言
が
あ
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
の
方
言
に
は

・
単
語
の
最
後
も
し
く
は
最
後
か
ら
２

番
目
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
付
く

・
古
語
が
語
源
の
も
の
が
あ
る

・
丁
寧
語
や
敬
語
が
あ
る

と
い
っ
た
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
共
通
語
を
話
し
て
い
る
つ
も
り
で

も
実
は
「
か
ら
い
も
普
通
語
」
と
呼
ば

れ
る
方
言
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
鹿
児
島
に
住
ん
で
い
れ
ば
誰
し
も

が
自
然
と
鹿
児
島
弁
を
使
っ
て
い
る
く

ら
い
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　

他
県
か
ら
来
た
人
に
と
っ
て
難
し
い

の
が
、
鹿
児
島
弁
を
話
す
年
配
の
方
々

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
私
は
介

護
職
員
初
任
者
講
座
で
「
介
護
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」
と
い

う
研
修
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
わ
ら
べ

歌
な
ど
の
音
楽
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

に
方
言
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

方
言
は
そ
の
地
域
に
根
付
く
大
事
な

文
化
。
言
葉
に
温
か
み
を
感
じ
、
相
手

と
の
距
離
も
縮
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
鹿
児
島
弁
と
い
う
価
値
あ
る
文
化
を

後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
地
域
や
地
方
の
生
活
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
「
方
言
」。
こ
こ
で
は
、
そ
こ
に
住
ま
う
人
々
の
口

と
耳
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
方
言
に
つ
い
て
触

れ
ま
す
。

教

頃頃頃頃頃頃

寧寧寧寧寧寧寧寧寧寧寧
語語語語語語語語語語 坂

さ か た

田 勝
まさる

さん

　鹿児島方言は一般的に、単語の最後から２番目
の音節を高くする「A型」と最後を高くする「B型」
があります。これは、鹿児島弁でない言葉を使う
ときにも見受けられます。

オオナナ
・・
ゴゴ（女）

カゴゴ
・・
ッマ（鹿児島）

さくらじじ
・・
ま

かごしし
・・
ま

A 型
ああ
・・
めめ（飴）

古語が語源といわれる言葉が多く見られます。

あたらし（もったいない）

古事記、万葉集　など

徒
と ぜ ん

然（ものさびしい）

徒然草

おらぶ（叫ぶ）

万葉集

古語 鹿児島方言
い）

　方言にはあまり敬語がありませんが、鹿児島方言
は話す相手が目上などの場合に使う敬語表現などが
あります。また、敬語表現に段階がある言葉も。

　ai が eに変化します。また、語尾の「ニ・ヌ・ノ・
ミ・ム」は「ン」になることが多いようです。

大根
（ｄａ

・
ｉ
・

ｋｏｎ）

犬（いぬ
・

）

デコン
（ｄｅ

・
ｋｏｎ）

イン
・

B 型
あめめ

・・
（雨）アンアンべべ

・・
（具合）

クッゾココ
・・
（靴底）

やくしまま
・・ たねがしまま

・・

語中の文字が「ッ」に変化します。

クッ（靴・口・来る　など）

コッゴ（国語）

強調を意味するなどの接頭語が多く使われます。

ヒッタマガッ（びっくりする）

ウッチョク（置く）

クククククク

コココココ

強

ヒ

ウウウウ

からいも普通語
　「私は鹿児島弁は話さないよ」と思っていませんか？その言葉、実は方言だったんです。鹿児島県人が公用語として（だと思って）話す「語り口」を「からいも普通語（標準語）」といいます。

共　通　語
からいも普通語

楽しいでした 楽しかったです
ほうきで掃わく ほうきで掃く
一緒に行くが 一緒に行こう

○○さんだがね ○○さんじゃないですか明日は休みけ？ 明日は休みですか？
後ででいいが 後でいいです

坂田さんの著書「かごしま弁入門講
座」を参考にさせていただきました。

鹿屋市出身。市内では下名小学校
や大黒小学校、寿小学校で教員を
務めた。自然が好きで、ふるさと
鹿児島や大隅の魅力
を再発見してもらお
うと、自身のホーム
ページで「ふるさと
情報室」を公開中。 ▲ふるさと情報室

アクセント 古語の名残

丁寧語・敬語

音韻の変化

促音化

接頭語の多用

アッタラシ

トゼン

オラブ

アイガトサゲモシタ

アイガトゴワス

アイガト

（ありがとうございます）

（ありがとう）

シヤッタモンセ
シヤッタモシ
シヤンセ
シヤイ
セェ

（してください）

（しろ）
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